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I.研究目的
妊娠による変化およびその変化に対する妊婦の反応を明らかにすることを目的とする。
Ⅱ.研究方法
面接聞き取り調査による質的帰納的アプローチによる記述的研究。
調査は、平成13年8月-平成13年9月において、初産婦20名に半構成的質問法によって行った。面接時
の対話内容より、妊娠によってもたらされた変化すなわち刺激の存在があると判断した場面を取り出し分析し
た。本研究は、人間に関する知識はあるがままの、そして行為者自身によって定義されるがままの人間経験を
記述することなしには成り立ちえないという前提に基づくものであるo
Ⅲ.研究結果
1.妊娠によって生じる変化には、 【妊娠によるホルモンの動態による変化】、 【胎児の存在がもたらす変化】、
E妊婦としての役割が加わることによる変化】 、 【社会的役割の変化】の4大カテゴリーから構成されていた。
2. 【ホルモン動態による変化】を構成しているのは、 〔排便に関すること〕、 〔つわり〕、 〔生理的な腹部緊満〕、
〔手の掻揮感〕 、 【胎児の存在による変化】を構成しているのは、 〔体重〕 、 〔腹部増大〕 、 〔腰痛〕 、 〔下肢けいれ
ん〕 、 〔胎動〕 、 〔胎児の存在の確罷〕 、 〔下肢浮腫〕 、 〔貧血〕 、 【妊婦の役割が加わることによる変化】を構成し
ているのは、 〔胎児を元気に育てる責任〕 、 〔妊婦としての日常生括〕、 〔分娩を控えていること〕 、 〔心から喜べ
ない妊娠〕 、 【社会的役割の変化】を構成しているのは、 〔仕事の継続〕であった。
それぞれは、 【ホルモン動態による変化】をベースに関連しあっていた。
3.変化に対して妊婦は、自らの知覚や経験、他人からの助言をもとに適応-の努力をしていた。そのプロセス
中で適応する妊婦と、く妊娠中の異常の静断〉、く異常を想像する過去の経験)、く元気な子どもを生むことへ
の過度の期待〉、く動機づけや行動の指針のない一方的な学習〉によって、不適応を起こす妊婦がいた。
Ⅳ.考察
妊娠による変化は、妊娠の継続に必要な【ホルモン動態による変化】がベースとなり、妊娠経過に伴って成長
する胎児の成長によって【胎児の存在による変化】が妊婦に知覚される。そして、そのような妊娠による変化に適
応していくことが今の役割であることに気づき、適応しようとすることが【妊婦の役割が加わることによる変化】として
知覚されると言える。そして、変化に対して適応に向かうための反応の継続の結果が、母児にとって安全安楽な
分娩につながり、児の出産をもって妊娠による変化は終結する。よって、妊娠の終結まで、与えつづけられる刺
激に対して妊婦は適応せざるをえないことを意味し、その過程を支える看護者の役割は重要であると言える。
